
 2026年 戦略セミナー

2026年 生成AI時代の
士業戦略

普及の遅れはチャンス—「生成アドバイザー」で先行優位を取る

 対象

士業・経営コンサル

専門サービス事業者

 戦略

生成アドバイザー

ポジショニング確立

 機会

先行者利益

市場ギャップ活用

 出典: YouTubeセミナー  https://youtu.be/EsCSN45BML8



問題提起：なぜ生成AI普及は遅いのか
世の中が変わっていくのを肌で感じられない現状の分析

出典: YouTubeセミナー


現状の問題点

生成AI導入が遅れている3つの理由

1 物理的変化がない

スマホ移行のような「見た目の大変化」がなく、変化を肌で感じにくい

2 危機感の欠如

現状維持でも目先の業務が回るため、導入の緊急性を感じない

3 技術的ハードル

導入方法や活用方法がわからず、手が出せない状態


データ分析

生成AI導入状況の統計

士業のAI導入率

12%

未導入

88%

※2024年調査データ

99%
日常に戻る人

1%
先行者

 物理的変化がないため、変化を肌で感じられないのが問題の本質 2/8



市場ギャップと先行者利益
99%が動かない現状—だからこそ先行者には大きな機会がある

出典: YouTubeセミナー


現状：99%が動かない

多くは行動しない現実

1 多くは行動しない

99%の人が聞いても日常に戻る

2 普及が遅く差が見えにくい

物理的変化がないため実感が湧きにくい

3 危機感の欠如

現状維持でも業務が回るため緊急性を感じない

AI導入率

12%

未導入

88%


機会：先行者優位

差を拡大し優位確立

1 差を拡大し優位確立

先に実装した士業が差を広げる

2 高速回転で優位確立

学習→実装→商品化を高速回転

3 顧客獲得の大チャンス

競争が少ないうちに顧客を獲得

先行者利益

大きな機会

市場シェア

拡大

 現状の課題を乗り越え、先行者として市場を獲得する 3/8



『生成AIアドバイザー』というポジショニング
顧客のAI活用を伴走支援する信頼できるパートナーとして

出典: YouTubeセミナー



生成AIアドバイザー

顧客のAI活用を

伴走支援する専門家


業務設計

顧客の業務フローに最適なAI導入を

設計


ナレッジ整備

専門知識の体系化とAI学習データ整

備


専用GPT提供

顧客専用のカスタムGPTを構築・提

供


信頼構築

長期的なパートナーシップを構築

 自分が使うだけでなく、顧客のAI活用を伴走支援する立場を取る 4/8



2026年の勝ち筋：根頃感のある月額・商品型モデル
小口多数で安定基盤を形成し、継続しやすい顧問モデルを構築

出典: YouTubeセミナー



根頃感のある

月額・商品型モデル

「この金額でここまでやってくれるの

か」と

感動してもらえる価格設定

 継続しやすい月額顧問

高額単発ではなく、継続しやすい

月額顧問へシフト

 商品型サービス

スコープ明確化と再現性を確保し

た商品型サービス

 小口多数で安定基盤

小口多数で安定基盤を形成（解約

耐性の向上）

 成果報告とアップセル

成果報告とアップセル導線を仕組

み化

 2026年の勝ち筋は、高額単発よりも根頃感のある顧問・商品型サービスを多数持つこと 5/8



集客戦略：AI×コンテンツのプレイブック
4つのステップでAIを活用したコンテンツマーケティングを構築

出典: YouTubeセミナー

 AIを活用したコンテンツマーケティングで、見込み客流入を強化 6/8

1
キーワード設計

重点キーワード設計



重点キーワード設計とトピッ

クマップ作成

進捗 100%

2
編集ライン標準化

AI下書き→専門家監修



AIで下書き→専門家監修→公

開の編集ラインを標準化

進捗 100%

3
大量公開

長文ブログ・SEO記事



長文ブログ/FAQ/事例/SEO記

事を大量・高品質で継続

進捗 100%

4
リード育成

メール・LLMボット



メール、LLMボット、セミナ

ーでリード育成

進捗 100%



人間に残る価値：最終的な差別化要因
AIが情報・作業を担う時代に、専門家として残すべき核となる価値

出典: YouTubeセミナー


人間に残る4つの価値

AIでは代替できない専門家の価値

 信頼・伴走・関係性

顧客との長期的な信頼関係構築と伴走支援が最終的な差別化要因

 高リスク論点の意思決定支援

重要な判断や責任所在を担う専門家としての役割

 顧客文脈の深い理解

顧客の背景・状況・心理を深く理解した上での提案

 心理的安全性・守秘義務

敏感な情報の取り扱いと顧客のプライバシー保護


AIとの役割分担

人間とAIの最適な役割分担



人間

戦略・判断・関係




AI

作業・情報・自動化

AIは作業を担い、専門家は関係と戦略を担う

 信頼構築  伴走支援

 専門判断  守秘義務

 最終的な価値は信頼・伴走・判断に宿る—これが専門家の差別化要因 7/8



まとめと今すぐの3アクション
生成AI時代に勝つための具体的な実行計画

出典: YouTubeセミナー

1 ニッチを定め「生成アドバイザー」を名乗る 優先度: 高 

LP/プロフィールを整備し、特定分野のAI専門家としてポジショニングを確立

LP作成 プロフィール整備 専門性アピール

2 月額2〜3プランの試作 優先度: 中 

顧客専用GPT＋定例支援＋レポートの継続しやすい顧問モデルを構築

月額プラン 専用GPT 定期レポート

3 基礎テーマ30本を90日で公開 優先度: 低 

AI下書き＋専門家監修で、高品質なブログ記事を継続的に公開

30本 90日 AI活用



生成AI時代は

本格化する

今ポジションを取った人が強い

 先行者利益を獲得

99%が動かないうちに市場を獲得

 安定した顧客基盤

根頃感のある顧問モデルで解約耐性向上

  今すぐ行動を開始

 生成AI時代は必ず本格化する。今のうちに士業×AIのポジションを確立した人が強い 8/8


